
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　装置本体に上下方向に開閉可能に設けた開閉体が、前記装置本体に対して９０度を超え
ない所定の角度以上に開かれて開状態に保持されたとき、前記開閉体を閉じるのを補助す
る閉じ補助装置であって、
　前記開閉体を開いたとき垂下回転可能に前記開閉体 に設けた閉じ補助部材と、
　前記開閉体を開いた状態において、前記開閉体の開閉基端部から離れる方向へ前記閉じ
補助部材が回転するのを規制する回転規制手段と、
　を備えたことを特徴とする閉じ補助装置。
【請求項２】
前記回転規制手段は、前記開閉体を開いてから閉じる途中において、前記閉じ補助部材の
下端部が前記装置本体に接触するとき、前記開閉体の開閉端側の前記閉じ補助部材と前記
閉じ補助部材の下端部が接触する前記装置本体の面とのなす角度が鋭角になるように、前
記閉じ補助部材を回転規制していることを特徴とする請求項１に記載の閉じ補助装置。
【請求項３】
前記回転規制手段は、前記閉じ補助部材の垂下状態において、前記開閉体と前記閉じ補助
部材との対向部間に設けてあることを特徴とする請求項１又は２に記載の閉じ補助装置。
【請求項４】
　前記閉じ補助部材は、 を有していることを特徴とする請求項１乃至３のいずれか
１項に記載の閉じ補助装置。
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【請求項５】
前記閉じ補助部材は、前記開閉体側に向けて突出して前記開閉体を閉じるとき装置本体に
当接する突片を有していることを特徴とする請求項１乃至４のいずれか１項に記載の閉じ
補助装置。
【請求項６】
前記閉じ補助部材を前記装置本体側に付勢する付勢手段を備えたことを特徴とする請求項
１乃至５のいずれか１項に記載の閉じ補助装置。
【請求項７】
原稿の画像を読み取る画像読取装置に開閉可能に設けられて前記画像読取装置に原稿を自
動的に供給する原稿自動供給装置において、
請求項１乃至６のいずれか１項に記載の閉じ補助装置を備え、
前記画像読取装置が装置本体であり、前記原稿自動供給装置が前記開閉体であることを特
徴とする原稿自動供給装置。
【請求項８】
原稿の画像を読み取る画像読取手段と、
前記画像読取手段に開閉可能に設けられて前記画像読取手段に原稿を供給する原稿供給手
段と、
前記画像読取手段によって読み取られた前記原稿の画像をシートに形成する画像形成手段
と、
請求項１乃至６のいずれか１項に記載の閉じ補助装置と、を備え、
前記画像読取手段が装置本体であり、前記原稿供給手段が前記開閉体であり、前記閉じ補
助部材は、前記原稿供給手段に設けてあることを特徴とする画像形成装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、装置本体に開閉可能に備えた開閉体を閉じるとき、補助的に使用される閉じ補
助装置と、この閉じ補助装置を備えて原稿を画像読取装置に供給する原稿自動供給装置と
、この原稿自動供給装置を構成要素の１つとして備えてシートに画像を形成する画像形成
装置とに関する。
【０００２】
【従来の技術】
従来、装置本体に上下方向に開閉可能に設けた開閉体を有して、その開閉体を装置本体に
対して９０度を超えない所定の角度以上に開いたとき、その開閉体が開いた状態に保持さ
れる開閉装置がある。
【０００３】
この開閉装置は、例えば、画像読取装置に原稿自動供給装置を開閉自在に設けて形成され
ている。原稿自動供給装置は、画像読取装置にシート状の原稿を自動的に供給するように
なっている。画像読取装置は、原稿自動供給装置から１枚ずつ供給される原稿を読み取る
ようになっている。この場合、画像読取装置が装置本体に相当し、原稿自動供給部が開閉
体に相当する。なお、画像読取装置には、原稿自動供給装置の代わりに開閉自在な蓋を有
し、蓋を開いて載置された原稿を読み取るようになっているタイプのものもある。この場
合、蓋が開閉体に相当することになる。
【０００４】
また、原稿自動供給装置を備えた画像読取装置は、画像形成装置の構成要素の一部分とし
て画像形成装置の装置本体に組み込まれることがある。画像形成装置は、画像読取装置に
よって読み取られた原稿の画像情報に基づいて、画像形成部でシートに原稿の画像を形成
するようになっている。
【０００５】
画像読取装置において、画像読取部は、ユーザが原稿を載置する部分である。このため、
画像読取部に開閉自在に設けた蓋、あるいは原稿自動供給部を開いて原稿を載置する必要
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がある。原稿を画像読取部に載置するとき、原稿を載置しやすくするため、蓋、あるいは
原稿自動供給部を所定の角度以上に開くと、蓋、あるいは原稿自動供給部は、その所定角
度に開いたままの状態に保持されるようになっている。
【０００６】
【発明が解決しようとする課題】
しかし、従来の開閉体である蓋、あるいは原稿自動供給部は、ユーザが蓋、あるいは原稿
自動供給部を上記所定の角度に開いて、画像を読み終えた原稿を画像読取部から取り除い
たとき、蓋、あるいは原稿自動供給部を閉めないかぎり、上記所定の角度に開いたままに
保持されていることになる。
【０００７】
このため、ユーザが蓋、あるいは原稿自動供給部を開いたまま立ち去ると、次に、画像読
取装置を使用するユーザが車椅子に乗っている人の場合、蓋、あるいは原稿自動供給部に
手が届かないで、蓋、あるいは原稿自動供給部を閉じて画像読取装置を使用することがで
きないことがある。
【０００８】
本発明は、開いたままになっている開閉体に、例えば、椅子に乗って手が届かないような
人であっても開閉体を閉じることができるようにする閉じ補助装置と、この閉じ補助装置
を備えた原稿自動供給装置及び画像形成装置とを提供することを目的としている。
【０００９】
【課題を解決するための手段】
　上記目的を達成するため、本発明の閉じ補助装置は、装置本体に上下方向に開閉可能に
設けた開閉体が、前記装置本体に対して９０度を超えない所定の角度以上に開かれて開状
態に保持されたとき、前記開閉体を閉じるのを補助するようになっており、前記開閉体を
開いたとき垂下回転可能に前記開閉体 に設けた閉じ補助部材と、前記開閉体を開いた
状態において、該開閉体の開閉基端部から離れる方向へ前記閉じ補助部材が回転するのを
規制する回転規制手段と、を備えている。
【００１０】
本発明の閉じ補助装置の前記回転規制手段は、前記開閉体を開いてから閉じる途中におい
て、前記閉じ補助部材の下端部が前記装置本体に接触するとき、前記開閉体の開閉端側の
前記閉じ補助部材と前記閉じ補助部材の下端部が接触する前記装置本体の面とのなす角度

が鋭角になるように、前記閉じ補助部材を回転規制してい
る。
【００１１】
本発明の閉じ補助装置の前記回転規制手段は、前記閉じ補助部材の垂下状態において、前
記開閉体と前記閉じ補助部材との対向部間に設けてある。
【００１２】
　本発明の閉じ補助装置の前記閉じ補助部材は、 を有している。
【００１３】
本発明の閉じ補助装置の前記閉じ補助部材は、前記開閉体側に向けて突出して前記開閉体
を閉じるとき装置本体に当接する突片を有している。
【００１４】
本発明の閉じ補助装置は、前記閉じ補助部材を前記装置本体側に付勢する付勢手段を備え
ている。
【００１５】
上記目的を達成するため、本発明の原稿自動供給装置は、原稿の画像を読み取る画像読取
装置に開閉可能に設けられて前記画像読取装置に原稿を自動的に供給するようになってお
り、上記いずれか１つの閉じ補助装置を備え、前記画像読取装置が装置本体であり、前記
原稿自動供給装置が前記開閉体である。
【００１６】
上記目的を達成するため、本発明の画像形成装置は、原稿の画像を読み取る画像読取手段
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と、前記画像読取手段に開閉可能に設けられて前記画像読取手段に原稿を供給する原稿供
給手段と、前記画像読取手段によって読み取られた前記原稿の画像をシートに形成する画
像形成手段と、上記いずれか１つの閉じ補助装置と、を備え、前記画像読取手段が装置本
体であり、前記原稿供給手段が前記開閉体であり、前記閉じ補助部材は、前記原稿供給手
段に設けてある。
【００１７】
【発明の実施の形態】
以下、本発明の実施形態の閉じ補助装置と、この閉じ補助装置を装置本体に構成要素の一
部として備えた画像形成装置の一例である複写機とを図に基づいて説明する。
【００１８】
画像形成装置には、複写機の他に、プリンタ、ファクシミリ、およびこれらの複合機等が
ある。したがって、本発明の実施形態の閉じ補助装置が構成要素の一部として組み込まれ
る画像形成装置は、複写機に限定されない。
【００１９】
なお、本実施形態に記載の数値は、参考数値であって、本発明を限定する数値ではない。
【００２０】
図１の複写機１２０は、装置本体１２１の上部に画像読取部（装置本体、画像読取装置、
画像読取手段）１２２を有し、画像読取部（画像形成手段）１２２の下側に画像形成部（
画像形成手段）１２３を有し、画像読取部１２２の上部に原稿自動供給部（開閉体、原稿
自動供給装置、原稿供給手段）１２４を画像読取部１２２に対して開閉可能に有している
。画像読取部１２２と原稿自動供給部１２４は、原稿読取ユニット１１６を構成している
。
【００２１】
原稿自動供給部１２４は、原稿トレイ１３０に積載された原稿を、分離給送ローラ１２５
で１枚ずつに分離して、搬送ローラ１２６で、順次、画像読取部１２２のプラテンガラス
１３８上に供給して、排出トレイ１３９に排出するようになっている。
【００２２】
また、原稿自動供給部１２４は、装置本体１２１に対して開閉自在に設けてあり、装置本
体１２１に対して開くことによって、プラテンガラス１３８に原稿を載置できるようにし
ている。
【００２３】
画像読取部１２２は、原稿自動供給部１２４によって、原稿がプラテンガラス１３８上の
所定の位置へ搬送されると、画像読取部１２２のランプ１３１が点灯し、かつスキャナユ
ニット１３２が移動して、ランプ１３１が原稿を照射する。原稿からの反射光は、ミラー
１３３，１３４，１３５、及びレンズ１３６を通してＣＣＤイメージセンサ部１３７に入
力される。ＣＣＤイメージセンサ部１３７に照射された原稿の反射光は、ＣＣＤイメージ
センサ部１３７で光電変換等の電気処理が行われ、通常のデジタル処理が施される。
【００２４】
その後、これらの画像信号は、コントローラ１０１を介してレーザビームスキャナ１０２
によって、感光体ドラム１０３上に静電潜像として形成される。感光体ドラム１０３の表
面は、静電潜像が形成される前に、予め一次帯電器１０４によって、一様に帯電してある
。感光体ドラム１０３の静電潜像は、現像器１０５によって、現像剤であるトナーによっ
て現像される。
【００２５】
一方、シート供給ローラ１０６は、シート供給カセット１０７の中の中板１０８上に積載
してあるシートＰを、シート供給カセット１０７から送り出す。搬送ローラ対１０９，１
０９は、シートをレジストローラ対１１０に送り込む。レジストローラ対１１０は、回転
を停止している状態でシートを受け止めて、シートに撓みを形成させて、シートの斜行を
真っ直ぐに直す。
【００２６】
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レジストローラ対１１０は、斜行取りしたシートの先端を感光体ドラム１０３上のトナー
像に合わせて、シートを感光体ドラム１０３に送り込む。転写器１１１は、トナー像をシ
ートに転写する。その後、搬送ベルト１１２は、シートを定着器１１３に送り込む。定着
器１１３は、シートを加熱加圧して、シートにトナー像を定着して、排出トレイ１１４に
排出する。感光体ドラム１０３に残ったトナーは、クリーナ１１５によって除去される。
【００２７】
原稿自動供給部１２４は、装置本体１２１に対して蝶番式の１対の連結機構１４０，１４
０によって、９０度を越えない所定の角度（具体的には、約１５度）以上に開いたとき、
開状態が保持されるようになっている。すなわち、原稿自動供給部１２４は、原稿をプラ
テンガラス１３８に載置するとき、載置しやすくするため、所定の角度以上に開くと、連
結機構１４０，１４０によって、その所定角度に開いたままの状態に保持されるようにな
っている。連結機構１４０の構成は公知であるので、構成の説明は省略する。
【００２８】
原稿自動供給部１２４は、脇に閉じ補助レバー（閉じ補助部材）１５１を軸１５２によっ
て回転自在に有している。閉じ補助レバー１５１は、ユーザが原稿自動供給部１２４を開
いたまま立ち去って、次に、複写機１２０を使用するユーザが車椅子に乗っている人の場
合、原稿自動供給部１２４に手が届かないで、原稿自動供給部１２４を閉じて複写機１２
０を使用することができないとき、車椅子に乗った人が手を掛けて手前側に引くと、原稿
自動供給部１２４を閉じることができるようにするために、設けてある。
【００２９】
このため、閉じ補助レバー１５１は、原稿自動供給部１２４を開いたとき、自重によって
垂れ下がるようになっているが、原稿自動供給部１２４の脇に突設した突片１５３と、閉
じ補助レバー１５１に形成した凹部１５４の上側の内壁１５４ａとの当接によって、図３
の状態において左側への回転が規制されている。突片１５３は閉じ補助レバー１５１に設
け、凹部１５４は原稿自動供給部１２４の脇に形成してもよい。
【００３０】
しかも、図２に示すように、原稿自動供給部１２４を閉じたとき、閉じ補助レバー１５１
の下端部１５１ａが、軸１５２と連結機構１４０との間に位置するように、閉じ補助レバ
ー１５１は、図３に示すように、原稿自動供給部１２４を開いたとき、突片１５３と凹部
１５４との回転規制部（回転規制手段）１５９によって、回転規制されている。
【００３１】
回転規制部１５９は、原稿自動供給部１２４を開いた状態において、閉じ補助レバー１５
１が、原稿自動供給部１２４の開閉基端部である連結機構１４０から離れる方向へ回転す
るのを規制している。
【００３２】
また、回転規制部１５９は、図４に示すように、原稿自動供給部１２４を開いてから閉じ
る途中において、閉じ補助レバー１５１の下端部１５１ａが装置本体１２１に接触すると
き、原稿自動供給部１２４の開閉端側の閉じ補助レバー１５１と閉じ補助レバー１５１の
下端部１５１ａが接触する装置本体１２１のレバー当接面１２１ａとのなす角度αが鋭角
になるように、閉じ補助レバー１５１を回転規制している。
【００３３】
すなわち、回転規制部１５９は、閉じ補助レバー１５１の下端部１５１ａが装置本体１２
１に接触するとき、閉じ補助レバー１５１と装置本体１２１のレバー当接面１２１ａとの
接触点Ｃと軸１５２とを結ぶ線Ｄと、装置本体１２１のレバー当接面１２１ａとのなす角
αが鋭角になるように閉じ補助レバー１５１を回転規制している。
【００３４】
なお、装置本体１２１のレバー当接面１２１ａは、図４では、水平に形成されているが、
図４において、右下がりに、あるいは左下がりに傾斜している場合であっても、上記角α
が鋭角になっていれば、閉じ補助レバー１５１の下端部１５１ａが右方向に移動して、原
稿自動供給部１２４を閉じることができる。
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【００３５】
仮に、上記角度αが鈍角であると、原稿自動供給部１２４を閉じるとき、図４において、
閉じ補助レバー１５１の下端部１５１ａが左方向に移動する方向に閉じ補助レバー１５１
が回転して、突片１５３と凹部１５４の内壁１５４ａとが無理に当接し、突片１５３と凹
部１５４の内壁１５４ａを破損するおそれがある。
【００３６】
なお、原稿自動供給部１２４を開いたとき、閉じ補助レバー１５１の下端部１５１ａは、
具体的には、複写機１２０の設置床から高さ１１７０ｍｍ以下で、かつ複写機１２０の正
面から６１０ｍｍ以下の領域Ａ内に位置するようになっている。この領域Ａは、車椅子に
乗っている人の手が閉じ補助レバー１５１に届き易い領域であり、閉じ補助レバー１５１
は、必ずしも、この領域Ａに位置している必要はない。
【００３７】
以上の構成において、閉じ補助レバー１５１、突片１５３、凹部１５４等は、閉じ補助装
置１１７を構成している。突片１５３と凹部１５４は、原稿自動供給部１２４と閉じ補助
レバー１５１との対向面に設けてあるので、外部から目に付くことがなく、複写機の外観
を損なうようなことがない。
【００３８】
また、閉じ補助レバー１５１が確実に垂下状態になるようにするため、原稿自動供給部１
２４と閉じ補助レバー１５１との間に閉じ補助レバー１５１を原稿自動供給部１２４から
離れる方向に付勢するばねを設けてもよい。
【００３９】
閉じ補助レバー１５１は、図１に示すように、原稿自動供給部１２４の脇に沿って突出し
て設けてあるため、原稿自動供給部１２４を閉じたとき、閉じ補助レバー１５１を原稿自
動供給１２４の下面と揃えた方が見栄えがよい。このため、閉じ補助レバー１５１は、図
５に示すように、突片１５７を有している。突片１５７は、原稿自動供給部１２４側に向
けて突設し、かつ原稿自動供給部１２４を閉じたとき装置本体１２１に当接するようにな
っている。原稿自動供給部１２４には、突片１５７を受け入れる凹部１５８を形成してあ
る。
【００４０】
なお、装置本体１２１が原稿自動供給部１２４より脇に突出している場合、その突出した
部分に閉じ補助レバー１５１の下端部１５１ａが当接して、図２で示すような状態にする
ことができるので、突片１５７は、必ずしも必要としない。
【００４１】
また、閉じ補助レバー１５１には、図６に示すように、車椅子の人が手を掛けることがで
きるように、取手片１５５を脇に突設してある。取手片１５５の上面には、閉じ補助レバ
ー１５１の長手方向に沿った滑り止め用のリブ１５６を複数形成してある。
【００４２】
したがって、車椅子に乗っている人は、図３において、閉じ補助レバー１５１に確実に手
を掛けて矢印Ｂ方向に牽引することができる。
【００４３】
ところで、原稿自動供給部１２４を画像読取部１２２に対して開くとき、ユーザは、原稿
自動供給部１２４を持ち上げる必要がある。この持ち上げる力は、一般に、約２．２６Ｋ
ｇ以下に、規定されている。しかし、例えば、車椅子に乗った人のように力を入れにくい
人は、規定された、約２．２６Ｋｇ以下であっても、原稿自動供給部１２４を持ち上げる
ことができないような場合がある。
【００４４】
そこで、原稿自動供給部１２４には、連結機構１４０を支点にして、てこの原理によって
、原稿自動供給部１２４を小さい力で持ち上げることができるようにする開補助レバー１
６０を設けてある。この開補助レバー１６０は、原稿自動供給部１２４の脇に沿って形成
した長孔１６１内に、原稿自動供給部１２４の手前側に引き出し自在に設けてある。
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【００４５】
開補助レバー１６０は、図２に示すように、原稿自動供給部１２４の手前側に引き出した
とき、長孔１６１から抜け出ないように、開補助レバー１６０のスリット１６２と原稿自
動供給部１２４の突軸１６３とを係合させてある。
【００４６】
したがって、原稿自動供給部１２４を開くとき、開補助レバー１６０を原稿自動供給部１
２４から引き出して、持ち上げることによって、原稿自動供給部１２４を軽い力で開くこ
とができる。原稿自動供給部１２４は開くと傾斜するため、開補助レバー１６０を放すと
、開補助レバー１６０は自重によって、原稿自動供給部１２４内に滑り込み、原稿自動供
給部１２４から突出することがない。これによって、ユーザが開補助レバー１６０にぶつ
かってけがをすることを防ぐことができる。
【００４７】
なお、開補助レバーは、図１において、符号１６４で示すように、原稿自動供給部１２４
の正面中央に設けてもよい。
【００４８】
また、開補助レバーは、原稿自動供給部１２４を開いたとき、自重で原稿自動供給部１２
４内に戻るようになっているが、突出したままであってもよい。この場合、危険防止のた
め、図７に示すような開補助レバー１７０にするのが好ましい。
【００４９】
この開補助レバー１７０は、原稿自動供給部１２４に移動自在に設けた丸軸１７１と、丸
軸１７１の先端に設けたブラケット１７２と、ブラケット１７２に軸１７４，１７４によ
って両側から回転自在に設けた持ち上げ片１７３とを備えている。開補助レバー１７０は
、原稿自動供給部１２４から引き出されて、原稿自動供給部１２４を持ち上げるとき、ブ
ラケット１７２と持ち上げ片１７３とが互いに当接して一体化する。
【００５０】
原稿自動供給部１２４を持ち上げた後、持ち上げ片１７３を離すと、持ち上げ片１７３は
、自重によって軸１７４を中心にして、垂れ下がり、原稿自動供給部１２４からの突出量
が少なくなり、邪魔になるようなことがない。また、持ち上げ片１７３は垂れ下がった状
態で、矢印Ｅ方向にユーザが干渉するようなことがあっても、開補助レバー１６０は、丸
軸１７１を中心に回転して、逃げることができる。このため、ユーザがけがをするような
ことがない。
【００５１】
開補助レバー１７０を原稿自動供給部１２４内に戻すときには、持ち上げ片１７３を持ち
上げて、ブラケット１７２に対して一直線の状態にして、原稿自動供給部１２４の収納部
１７５内に押し込む。
【００５２】
なお、原稿自動供給部１２４は、原稿をプラテンガラス１３８に自動的に供給するベルト
１４１を下部に有している。原稿自動供給部１２４の前面１２４ａ近くの下面には、磁石
１４２，１４２を設けてある。磁石１４２は、原稿自動供給部１２４を閉じたとき、装置
本体１２１に設けた鉄片に吸着して、原稿自動供給部１２４を装置本体１２１に密着し、
ベルト１４１がプラテンガラス１３８から浮き上がらないようにしている。
【００５３】
このため、原稿自動供給部１２４を開くとき、磁石１４２，１４２の吸着力に抗して原稿
自動供給部１２４を持ち上げる必要がある。しかし、開補助レバー１６０，１６４，１７
０を原稿自動供給部１２４から引き出して使用することによって、磁石の吸着力にも抗し
て、小さい力で、原稿自動供給部１２４を開くことができる。
【００５４】
また、図８に示すような構成にして、開補助レバー１８０を原稿自動供給部１２４から引
き出したとき、磁石１４２を鉄片１８１から引き離すようにしてもよい。すなわち、磁石
１４２は、原稿自動供給部１２４の前面に支持軸１８３，１８３によって回動自在設けた
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回動レバー１８２（図１も参照）に設けてある。回動レバー１８２は、ユーザが原稿自動
供給部１２４を開くとき、原稿自動供給部１２４の前部と一緒に掴むと、矢印Ｆ方向に回
転して、磁石１４２を一体に矢印Ｆ方向に回転させて、磁石１４２を鉄片１８１から離す
ようになっている。なお、図８において、鉄片１８１は、実際には、磁石１４２に接触す
る位置にある。
【００５５】
したがって、開補助レバー１８０を矢印Ｇ方向に引き出すと、開補助レバー１８０の下面
に突設した係合片１８４が回動レバー１８２に傾斜して突設した被係合片１８５に係合し
て、被係合片１８５の斜面によって回動レバー１８２が矢印Ｆ方向に回動する。これによ
って、磁石１４２が鉄片１８１から離れる。開補助レバー１８０は、原稿自動供給部１２
４を開いたとき、傾斜している原稿自動供給部１２４に自重によって、滑り込んで、収納
される。
【００５６】
このように、開補助レバー１８０の引き出し動作を利用して、磁石１４２を鉄片１８１か
ら離すようにすると、原稿自動供給部１２４の開閉動作の操作性を向上させることができ
る。
【００５７】
なお、図７に示す開補助レバー１７０の丸軸１７１に上記の係合片１８５に相当する部片
を設けて、磁石１４２を鉄片１８１から離すようにしてもよい。この場合、開補助レバー
１７０は、収納部１７５にブラケット１７２、持ち上げ片１７３が収納された状態から引
き出されるので、係合片１８５に相当する部片が丸軸１７１に設けられていても、係合片
１８５に相当する部片は、被係合片１８５に確実に係合することができる。
【００５８】
以上の実施形態において、原稿自動供給部１２４の変わりに、蓋（開閉体）を設け、その
蓋に、閉じ補助レバー１５１、開補助レバー１６０，１６４，１７０，１８０等を設けて
もよい。
【００５９】
また、開補助レバーは、原稿自動供給装置１２４の外部に設けてもよい。
【００６０】
【発明の効果】
本発明の閉じ補助装置は、開閉体を開いたとき垂れ下がる閉じ補助部材を備えているので
、開いたままの開閉体に手が届かないような、例えば、車椅子に乗った人であっても、閉
じ補助部材に手を掛けて、開閉体を簡単かつ確実に閉じることができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の実施形態の閉じ補助装置を構成要素の一部として備えた原稿自動供給装
置である原稿自動供給部と、画像形成装置である複写機との概略構成を示す正面図である
。
【図２】図１の複写機の右側面図であり、中間部と下部を省略した図である。
【図３】図２の状態から原稿自動供給部を装置本体に対して開いた状態の図である。
【図４】図３の状態から原稿自動供給部を装置本体に対して閉じる途中の状態の図である
。
【図５】図２において、閉じ補助レバーの部分を下側から見た図である。
【図６】閉じ補助レバーの図である。（ａ）　閉じ補助レバーを長手方向に沿った側から
見た図である。（ｂ）　（ａ）の平面図である。（ｃ）　（ａ）を右側から見た図である
。
【図７】開補助レバーの概略斜視図である。
【図８】他の形態の開補助レバーと、原稿自動供給部を開く回動レバーとの概略斜視図で
ある。
【符号の説明】
Ｐ　　　シート
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Ｃ　　　閉じ補助レバーの下端部と装置本体との接触点
Ｄ　　　装置本体１２１のレバー当接面１２１ａとの接触点Ｃと軸１５２とを結ぶ線
α　　　閉じ補助レバー（閉じ補助部材）と装置本体の面とのなす角度
１０３　　　感光体ドラム
１１７　　　閉じ補助装置
１２０　　　複写機（画像形成装置）
１２１　　　装置本体
１２１ａ　　レバー当接面（装置本体の面）
１２２　　　画像読取部（画像読取装置、画像読取手段、装置本体）
１２３　　　画像形成部（画像形成手段）
１２４　　　原稿自動供給部（開閉体、原稿自動供給装置、原稿供給手段）
１２４ａ　　前面
１４０　　　連結機構
１４１　　　ベルト
１４２　　　磁石
１５１　　　閉じ補助レバー（閉じ補助部材）
１５１ａ　　下端部
１５２　　　軸
１５３　　　突片
１５４　　　凹部
１５４ａ　　内壁
１５５　　　取手片
１５６　　　リブ
１５７　　　突片
１５８　　　凹部
１５９　　　回転規制部（回転規制手段）
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】 【 図 ８ 】
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